
（「苫前町田園環境整備マスタープラン」から）

　本事業の内容は、苫前ダムの操作管理設備を更新するものであり、事業実施に
よる環境への影響は、軽微なものと考えられるが、工事施工時においては、以下の
取組を実施する。

　【　現　状　】

　【　課　題　】

《農村環境の現状と課題》 《基本方針》

《取り組み内容》

【生態系 の配慮】

　苫前町内を流れる２級河川の古丹別川、三毛別川、チエボツナイ川は、
その流域に肥沃な土地を有し稲作、果樹など自然豊かな農業地帯を形成
している。

環境に係る情報協議会
国営施設応急対策事業 苫前地区

１．環境に対する考え方 ２．環境配慮計画

　環境に配慮した施工を行う上で留意すべき事項を取りまとめ、工事関係者等に周
知を図るとともに、工事施工時における影響を低減させる措置等を講じる。

　・周辺で確認された動植物に関する情報の周知等の対応を行う。

　・使用する機材の排ガス装置等の対応を行う。

・河川や農業用排水路等の整備では、親水機能と景観整備、自然生態系
に配慮した工事が進められているが、今後、よりいっそう推進し環境保全
に努める。
・町、農協、農業者の連携のもとに減農薬によりクリーン農業をさらに推進
していくとともに、農業用廃棄物の適正処理や地力増進に向け、いっそう努
めていく。

《環境保全の基本的考え方》

【生態系への配慮】　融雪期や豪雨の際に氾濫の危険性があるため、自然環境・生態系・水辺
環境の保全にも十分配慮し、地域にふさわしい河川や農業用排水路の整
備促進を目指す。


